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令和７年度 江東区立第四砂町小学校 自己評価表 

校長名 太田 智恵           

 目標に向けた取組についての自己評価  
 
  

重点領域１ 基礎学力の定着と向上  《深く考えやりぬく子》 

項目 努力指標（教師側） 達成度 成果指標（こども側） 達成度 評語 

１ 
「学び方スタンダードネクストス
テージ」に基づいた授業規律の確保
をすべての教員が 100％実施する。 

 100 
授業規律が保たれた授業について児
童アンケートの肯定的回答を 90％以
上とする。 

91.6 A 

２ 

自分で考える、グループで共有す
る、全体で共有する等の活動を取り
入れ、こども主体の授業研究を推進
する。専科・全学級で１回以上の公
開授業を実施する。 

100 

児童アンケート「仲間と学び合い、
自分から進んで学習に取り組むこと
ができた。」の肯定的回答を 90％以
上とする。 

95 A 

３ 

全ての教員が、児童理解に努め一人
一人の良さを理解し、ＩＣＴ活用、
教室以外の学びの場の活用など誰
もが安心して学べる環境づくりを
する。 

100 

児童アンケート｢自分に合った学習
方法をえらぶことができる。｣で肯定
的意見を 80％以上とする。 97.0 A 

＜結果についての分析と改善策＞ 
1学習規律については、教員より約 7.5％低い結果となっている。年度当初に共通理解を図り共通実践す
る。基本的な学習規律を 6 月までに各担任、学年、学校全体で定着させ、家庭と連携をとり協力を得る
こと、学校から発信していくことも積極的に行う。さらに、学習支援員など人的配置を増やし個別に対
応することや家庭と連携していく。子ども達自身に規律について考えさせていくことも必要である。 
 
2教科担任制の実施により、教員が専門性の高い教科指導や中学校へのスムーズな接続を意識したことで
も成果としてあげられる。しかしながら、学年、学校全体で子ども達をみていくという教員の意識改革
を行い次年度へつなげていく必要がある。 
 
3特別支援教育研修会や月 1回校内委員会を実施することで、児童理解の仕方や児童の情報共有が学校全
体でできるようになってきた。今後もひまわり教室の巡回指導員、巡回心理士、家庭と子どもの支援員、
BS、SC、SSWとも連携し、何かあればできるだけ迅速に対応することで問題を最小限にするようにしてい
く。保護者の協力も得られるようになってきているので、引き続き担任だけではなく組織で対応してい
く。次年度は、教科担任制のさらなる充実を図り、複数の教員による多面的・多角的な児童理解を促進
し組織的な生活指導の実践を進める。 
 

 
 
 

重点領域２ 豊かな心の育成 《仲良く思いやりのある子》 

項目 努力指標（教師側） 達成度 成果指標（こども側） 達成度 評語 

１ 

考える道徳・議論する道徳の授業づ
くりを目指し、自他を大切にする心
を育む授業実践を道徳授業地区公
開講座で全学級実施する。 

100 

「自分の良さに気付くことができ
る。」について、児童アンケートの肯
定的回答を 85％以上とする。 

92 A 

２ 

教師の人権意識を高めると共にい
じめ防止基本法に基づき、いじめや
不登校を防ぐ。特に年３回のアンケ
ートといじめ防止の授業、アクショ
ン２４でいじめの未然防止に努め
る。 

100 

「いじめはどんなことがあっても絶
対にしてはいけない。」について、児
童アンケートの肯定的回答を 100％
とする。 

96.1 A 
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 ２ 

３ 

オリンピックパラリンピック教育
のレガシーとして、出前授業や異学
年交流を通して多様な人々との交
流を推進し多様性に気付かせる。 

90.5 

多様な人々との交流を通して、「互い
のよさを認めることができる。」につ
いて、児童アンケートの肯定的回答
を 90％以上とする。 

98.5 A 

1 道徳授業地区公開講座では、昨年度より多く保護者や地域の方にも見てもらう事ができた。講師の方
の講演を保護者の方にも多く聞いてもらい意見交換が活発にできたことが良かったので次年度も意見交
換しやすい形で実施していく。自分の良さに気付き他者を受け入れることについて共有できたのは良か
った。 
 
2 どの教員も子ども達の変化に気付くよう意識していたことやできるだけ迅速に対応することで問題を
最小限にすることができた。コロナ禍の影響もあり友だちとの関わり方や自分の思いの伝え方がうまく
いかないことから誤解が生じトラブルになる事が課題である。発達に課題のある児童が、気持ちのコン
トロールができずにトラブルになるケースも多い。2.4％（8人）の部分は、引き続き児童を観察したり、
話を聞いたりしながら、学校全体で情報を共有して保護者、関係機関と連携しながら対応していく。 
 
3 どの学年も地域の方や外部講師の出前授業、異学年交流は５回以上実施できた。後期には、ミシンや
調理実習など授業のサポートも多くの方々に入ってもらい交流することが増えた。引き続き、多くの方々
に大切にされているという子ども達の思いを大切にしながら活動を進めていく。多角的、多面的な児童
理解のためにも日頃より多くの大人が関わることが必要である。教師側の８８．９％は、異学年交流が
長縄週間と重なる時や 6年生の行事と重なる時に子ども達が忙しくなってしまう事があった。次年度は、
重ならないように計画を立てて、子ども達が主体的に取り組みより充実した活動にしていく。 

 
 
 
 

重点領域３ たくましい体と体力の向上   《明るく元気な子》 

項目 努力指標（教師側） 達成度 成果指標（こども側） 達成度 評語 

１ 

こどもたちが主体的に運動に取り
組めるよう、体育実技研修会を実施
しわくわくタイムを充実させ、授業
改善と体力向上に努める。 

100 

体力テスト、長縄チャレンジなどに
自分から進んで取り組み、児童アン
ケート｢体を動かすことが好き。」で
肯定的意見を 80％以上とする。 

84.8 A 

２ 
体育的行事や体育の学習の中で、
｢する・見る・支える・知る｣の体験
ができるようにする。 

80.9 

児童アンケート｢ボッチャへの取組
やデフリンピック、世界陸上につい
て調べることができた。｣で肯定的意
見を 80％以上とする。 

83.6 B 

３ 
感染症や怪我の防止・予防、食育や
健康教育の推進のため環境整備や
安全指導の徹底を図る。 

100 

「休み時間の後、給食の前に手を洗
うことや怪我に気をつけて元気に生
活ができる。」児童アンケートの肯定
的回答を 90％以上とする。 

98.1 A 

＜結果についての分析と改善策＞ 
1 主運動につながる運動にコオーディネーショントレーニングを取り入れたことで、めあてを達成した
ときの喜びが大きくなった。例えば、スポーツテストの前にコオーディネーショントレーニングを行っ
た学年は、記録の伸びが大きかった引き続き朝会や体育の授業準備に取り入れ運動に親しむ習慣をつけ
体力の向上を目指す。保護者や地域の方と一緒に行う機会も作るようにしたい。 
 
2 昨年に比べて休み時間に自主的に外で遊ぶ児童が増えた。特に朝の時間に遊ぶ児童が大幅に増えてい
る。中休みには教員も一緒に遊ぶようになった。体を動かすことが楽しいという児童の肯定的な回答が
８７．１％から８９．６％と昨年よりも増えているが、９０％には届かなかった。引き続き、学校で遊
べる時間を確保していく。課題としては、身体を動かすことは楽しいと感じられる体験を増やすことで
ある。コオーディネーショントレーニングに継続的に取り組むことや長縄週間への取組の仕方を工夫す
る必要がある。例えば、長縄週間は実施する際に記録だけではなく学級や学年での団結力を感じられよ
うにして、楽しく取り組めるように変えていく。 
 
3引き続き、今年度も実施したことを継続して行っていく。例えば、食べることの楽しさを味わわせるた
めにメニューをこどもに考えさせたり、そら豆のさやむき等の体験活動を取り入れたりして食育につな
げる工夫をしていく。給食の試食会も実施し家庭と連携していく。手洗いうがいは、保健委員会など児
童から声をかけるようにしたり、画像で見せたりするなど工夫しながら伝え徹底していく。 
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重点領域４ 教育環境の充実を図る。 《教員の働き方改革》 

項目 努力指標（教師側） 達成度 成果指標（こども側） 達成度 評語 

１ 

学校便り、学年便り、ホームページ
を月に１回以上発出・更新。また、
クロームブック等を効果的に活用
し、計画的に発信する。 

100.0  

「学校の様子が地域・家庭にわか
る。」について、保護者アンケート肯
定的回答を 90％以上にす 
る。（保護者） 

99.2  A 

２ 
校務支援ソフト、クロームブック
等、ＩＣＴ環境を整備し教育活動で
の活用を推進する。 

94.4  

「クロームブック等、ＩＣＴ機器の
操作に慣れ、すすんで活用してい
る。」について、児童アンケート肯定
的回答を 90％以上にする。 

100.5  A 

３ 

服務事故防止研修は計画的に実施
し意識を高める。よんすな小応援隊
と連携した教育活動を進める。教職
員、専門職・関係諸機関と連携しこ
どもを真ん中にした支援を行う。 

94.4  

学校は、こどもたちが安全に安心し
て生活することができたと感じる。
第三者評価肯定的意見を 90％以上に
する。 

  

＜結果についての分析と改善策＞ 
1 HP の更新頻度を増やし、行事だけではなく普段の様子もあげて知らせるようにした。タブレット端末
区の一斉メールも活用し必要な事を迅速に知らせるように努めた。学級間格差をなくすことが課題であ
ったが、主任会を定期的に行うことで学年として動くという意識の高まりが出てきた。引き続き保護者
目線で学校の様子を効果的に伝えていく。 
 
2 ICT機器の導入により、使用方法の理解や準備に時間がかかる教員もまだ少しいるが、ICT支援員と連
携して授業を行うことで活用できるようになっている。担当の研修により昨年度より活用のポイントが
上がった。どの学年も効果的な活用についてまとめているが、特に低学年は、基準目標を決めて共通実
践できるようにしている。 
 
3 今年度は各教室のロッカーの位置を変えて、安全性を高めるようにした。整理整頓の出前授業を実施
することで、児童は環境整備への意識が高まった。教員は、年に３回校内整備の設定と全員で校内整理
日に作業することで、職員室の机上整理や環境整備への意識が高まった。職員室後ろにテーブルと椅子
を設置した休憩スペースは有効であった。 
 

 

【評語】成果指標（こども側）の達成度に応じて決定する。 
    Ａ：９０％以上（目標達成とみなし、次年度は新たな目標を設定する） 
    Ｂ：５０％以上９０％未満 
    Ｃ：５０％未満（目標や努力指標等を見直す） 


